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那
須
湯
本
は
、
明
治
時
代
の
中

期
に
東
北
線
宇
都
宮
・
黒
磯
間
が

開
通
し
、
黒
磯
・
湯
本
間
の
道
路

改
修
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

年
々
湯
治
客
が
増
え
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
て
、
大
正
15
年
、
那

須
御
用
邸
が
建
築
さ
れ
た
た
め
、

那
須
の
土
地
が
全
国
に
広
く
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
御
用
邸
近
く
、
那
須
湯
本
の
東

町
地
区
に
、
組
合
組
織
に
よ
る
初

め
て
の
別
荘
地
「
那
須
近
光
荘
」

が
開
発
さ
れ
た
の
も
昭
和
初
期
の

頃
で
す
。
緑
豊
か
な
広
い
区
画
に
水

道
、
温
泉
、
排
水
設
備
が
整
い
、

組
合
員
は
学
者
や
一
流
実
業
家
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
物
は
別
荘

住
宅
に
限
ら
れ
、
華
美
な
も
の
で

は
な
く
質
素
を
重
ん
じ
、
営
業
を

禁
じ
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

　
理
想
的
な
別
荘
地
が
造
ら
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
も
那

須
高
原
地
区
、
見
晴
町
地
区
の
開

発
が
進
め
ら
れ
企
業
の
保
養
所
や

個
人
の
別
荘
が
建
て
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
30
年
代
か
ら
高
度
成
長
期

に
は
、
自
然
景
観
に
恵
ま
れ
首
都

圏
に
近
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な

別
荘
開
発
が
那
須
山
麓
一
帯
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　
御
用
邸
で
は
、
地
元
青
年
団
と

婦
人
会
に
よ
る
清
掃
奉
仕
が
長
く

続
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
御
用
邸
消
防
団
詰
所
で

は
、皇
室
の
方
々
の
滞
在
時
に
は
、

町
消
防
団
が
昼
夜
交
代
で
火
災
に

備
え
て
待
機
し
ま
す
。
昭
和
46
年

１
月
に
発
生
し
た
葉
山
御
用
邸
の

建
物
焼
失
を
受
け
、
同
年
３
月
10

日
に
は
初
め
て
の
御
用
邸
消
火
訓

練
が
行
わ
れ
、
消
防
署
と
消
防
団

に
よ
っ
て
出
動
体
制
の
確
認
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
町
が
一
丸
と
な
り

万
全
を
期
し
て
、
皇
室
の
方
々
を

歓
迎
し
お
出
迎
え
し
て
き
た
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
平
成
23
年
の
東
日

本
大
震
災
発
生
後
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
か
ら
の
「
宮
内
庁
関
連
施
設

を
役
立
て
て
ほ
し
い
」と
の
お
気
持

ち
に
よ
り
、
町
内
で
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
被
災
者
を
対
象
に
、付

属
建
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
須
御

用
邸
供
奉
員
宿
舎
の
入
浴
施
設
が

開
放
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
３
月
か

ら
４
月
の
７
日
間
で
１
５
９
名
が

利
用
し
、
両
陛
下
の
温
か
い
お
気
持

ち
と
数
日
ぶ
り
の
入
浴
に
、
被
災

者
が
心
も
身
体
も
癒
さ
れ
た
こ
と

は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
号
で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

を
始
め
皇
室
の
方
々
と
町
民
の
ふ

れ
あ
い
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

御
用
邸
と
町
の
発
展

地
域
住
民
と
の
関
わ
り

大
正
13
年
１
月
　
裕
仁
親
王
殿
下
（
昭
和
天
皇
）
と
良
子

　
　
　
　
　
　
　
女
王
（
皇
淳
皇
后
）
ご
成
婚

大
正
15
年
７
月
　
那
須
御
用
邸
本
邸
御
殿
及
び
臣
下
合
宿

　
　
　
　
　
　
　
所
竣
工

大
正
15
年
12
月
　
大
正
天
皇
崩
御
に
よ
り
裕
仁
親
王
殿
下

　
　
　
　
　
　
　
が
即
位

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
に
改
元

昭
和
２
年
　
　
　
那
須
近
光
荘
に
山
荘
が
建
築
さ
れ
る

昭
和
５
年
７
月
　
皇
子
御
殿
及
び
女
官
部
屋
の
増
築

　
　
　
　
　
　
　
嚶
鳴
亭
及
び
澄
空
亭
竣
工

昭
和
８
年
12
月
　
明
仁
親
王
殿
下
（
今
上
天
皇
）
ご
誕
生

昭
和
９
年
８
月
　
１
カ
月
の
ご
滞
在
を
最
後
に
中
断
と
な

　
　
　
　
　
　
　
る

昭
和
10
年
７
月
　
御
用
邸
付
属
邸
御
殿
及
び
付
属
建
物
竣

　
　
　
　
　
　
　
工

昭
和
16
年
12
月
　
太
平
洋
戦
争
始
ま
る

昭
和
20
年
８
月
　
終
戦

昭
和
22
年
８
月
　
東
北
地
方
ご
巡
幸
の
帰
路
に
お
立
寄
り

　
　
　
　
　
　
　
に
な
り
、そ
の
後
は
毎
年
お
い
で
に
な
る

昭
和
34
年
４
月
　
明
仁
親
王
殿
下
と
正
田
美
智
子
さ
ん
ご

　
　
　
　
　
　
　
成
婚

昭
和
35
年
２
月
　
皇
太
子
徳
仁
親
王
殿
下
ご
誕
生

昭
和
40
年
11
月
　
文
仁
親
王
殿
下
ご
誕
生

昭
和
44
年
４
月
　
清
子
内
親
王
殿
下
ご
誕
生
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